




KCl Whisker-like Crystals Grown from the SoIution 
Tetsuro NAKATAO 
(Received Apr. 15. 1970) 
First1y the whisker-like crystals are observed， when KCl layer solution in 
Petri dish is dried over from the natural evaporation of water. Several features 
of the observed crystals are discussed and it was found that they may appear 
most frequent1y on some suitable irregular surface under slow evaporation of 
water. Secondly the growth of the needle crystals in the supersaturated solution 
are observed. It was found that the needle type of the crystals may be defined 
before the crystals grow to the optical order in magnitude， and that the growing 
velocity of single crystals are formulated. Last1y the growth of various types: 





























































































分より成るものである。また， W2 は離れた位置に 2
つの結晶面がみられるが，これも 4つの部分より成る
1つの whiskerがあって，そのうち 2つだけの反射
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Fig. 1 Examples of the whisker 
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Fig. 2 Examples of the giant whisker-like crystal， except of (k) and (1) of the 
rectangular type， and (k)， (1)， (m) are photographs in the deflected light 
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すなわち， Fig.1 (h)の結晶生長と Fig.2 (f)の結晶
生長とは別個の様子であると考えられる。この点をも
































3 • 1 針状結晶生成の概要
100cι ビーカー中に水 1009と十分な量の KClと
を投入し 600C に保って飽和水溶液をつくるO 他方
断面10mmX30mm， 深さ 50mmのガラス容器をつくり，
これを 400Cのガラス容器に手早く移すと，溶液は過
















































































dニA〆tc tc=t-to ・H ・H ・，(1)
いま実験 S1> S2に対応して各量に添字1， 2を付し
て示せば， C G S単位で表わすとき次の値が得られ
るD
A1=1.6X10-a， A2=3.5XlO-a i 
I………(2) 
t01 = 252 t02 =228 
このとき toの値には直接の物理的興味はなL、。
(1)より結晶生長速度 U は
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4・2 各種結晶形生成の条件 に結晶生長速度の異方性からすれば，3 (i)， 4・1に
これまで述べてきた各種結晶形が現われる条件を比 述べたように著るしい異方性があるときW，等方性の
較し， その特徴を考えよう。 簡単のために whisker とき Cが現われるが，Nははじめ著るしい異方性があ
を W，針状結晶を N，立方結晶を C，無定形結晶を るが後には等方性となってL、るO
Aと書く O これらの点をまとめる と，模式的には Fig.6 (a)に
いま 2・4，3 (v)， 4・1(ii)に関連して結晶の祈 示すようになる。すなわち平均結晶生長速度 VSOl と
出速度を VSOl とすれば VSOlが小さいとき W，N， 成長速度の異方性を示すあるパラメーター，たとえば
Cが現われ VSOlが大きいとき A が現われるO 次ぎ 針状結晶では軸方向と太さ方向との成長速度の比rと
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の平均を考えると，W， C， A の3種類の結晶形はそ と立方結晶との中間的な形であるが，その数が少ない
の平面内で特定の領域を占めるものとして特徴づける のでかなり限定された条件下でのみ現われるものと思
ことができるD また，Nは図中に領域としては現われ われるo これらの点より小板状結晶を図中 P の位置
ず，平面内の線として描かれる。 にとることが妥当であろう O 第2はよく知られている
また，これまでに知られている他の2つの結晶形を dendriteであって whiskerと無定形結晶との中間
考えよう。第1に光学的な大きさでは小板状結晶がみ 的なもので，非常にしばしば現われるので，図中Dの
られるこ とを 3のはじめに述べたが，これはwhisker 位置に記入することができるO
(a)門6=5' o 5 10 15 20 
mtn 
(c) Mr:.>o 0 5 10 15 20 (d)門0:;.5 O 5 10 15 20 
(e)ヘ=2TO 5 10 15 20 (t)門。=Y06 5 10 15 20 
Fig. 5 Examples of the cubic-like crystal， where (a)， (b)， (c) are on the bake1ite bottom 
(d)， (e)， (f) are on the cotton cloth botom， and Mo isthe initial surface density 
of KCl in mgjcm2 
次に以上の概略の関係位置について多少細かい点を
しらベ，修正することを試みる。 N型結晶については





















































(0) (b) (c) 
Fig. 6 Simple i1ustration of various types of the crystals in VSOL" r plane 
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して結晶の大きさのみについての観察であったが，今 条件下で、簡単に作成するための操作法を確立する必要
後は結品の内部構造を調べ，両者をあわせて議論する があり，試行錯誤の段階を脱することはかなりむつか
ことが望まれる。しかし，そのためにも希望する型式 しいと思われる口
の結晶を，しかも各種型式の結晶を比較しやすい生長 (昭和45年4月15日受理)
